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神郷校区の人口 
人 口  10,025人 
（男）   4795人 
（女）   5230人 
世帯数   4535世帯 

平成 29年 3月末現在 
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地
域
主
体
の
集
会
と
し
て
平
成
２９
年
度
ま
ち
づ
く
り
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談
会
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開
催
し
、
市
長
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交
え
て
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見
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行
い
ま
す
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皆
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待
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ま
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《
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２
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神
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神郷公民館 
 46-1181 

koukou@city． 

niihama.ehime.jp 

 

１年間どうぞよろしくお願いいたします 
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「天正の陣」、いざ決戦！そして落城 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

当時の新居郡勢の布陣略図 

  

天正の陣とは、今を去る 400年余りの昔 1585年（天正 13年）、

当時四国全土をほぼ制覇していた土佐の長宗
ちょうそ

我部元
が べ も と

親
ちか

と、天下

統一を図らんとする豊臣
とよとみ

秀
ひで

吉
よし

との戦いである。 

この戦いは、この東予地方の歴史が始まって現在に至る迄の

間で最大の出来事であった。神社、仏閣を初めそれまで営々と

築きあげてきたこの地方の文化遺産も、また貴重な歴史的記録

も一瞬にして灰燼に帰してしまい、そして郷土住民は戦いによ

り家は焼かれ、肉親とは死別するなど、この戦は全く悲惨その

ものであったと思われる。 

1585 年 7 月（天正 13 年）、秀吉の命を受けた中国・毛利氏

の小早川隆景
こばやかわたかかげ

率いる総勢 3 万余の大軍が瀬戸内海を渡り新居郡

に攻めよせた。これを迎え討つ新居郡勢は、金子城主の元宅
もといえ

を

総大将として、新居・宇摩両軍の３千余騎、元宅はこれを二手

に分けて一部を弟元春を総大将にして金子城にたてこもらせ、

自らは西条氷見の高尾城にその大半を率いてたてこもり、この

二つの城で毛利の大軍と決戦する作戦をたて対峙した。 

7 月 2 日、沢津、垣生の浜に上陸した一隊は、浮島の八旙神

社を焼き払い、宇高・富留土居城を攻めたが、城主高橋丹後守

ほか主だった武将は決戦の場西条の高尾城に出向き、城は僅か

な留守兵力であった。また、同じく郷山の岡崎城も城主藤田山

城守、嫡子大隅守など武将も決戦の場に出陣していたので、城

は僅かな兵力で防戦もままならず落城したのであった。これら

の小早川軍の一隊は、諸城を次々と攻め落とし西進し、一宮神

社を焼き払い金子城に迫まったのである。 

この時になり、毛利の吉川元
きっかわもと

長
なが

の新手も攻撃軍に合流した。

金子城においては、宇摩郡・新居郡諸城の落武者がつぎつぎと

集まり、土佐から来ていた援軍も合流し気勢もあがったが、日

ならずして毛利軍の総攻撃が始まり、つぎからつぎと入れかわ

り立ちかわり攻め寄せる大軍に、善戦もかなわず金子城も落城

し、残兵の一部は決戦の西条へ移って行ったのであった。 

7月 12日に、高尾城の攻防戦の火蓋が切られた。2千の将兵

総力をあげて激戦奮闘したが、10倍に余る毛利勢との激戦に城

も支えきれず、元宅は城を出て山麓の野々市ヶ原で最後の決戦

を挑んだのであった。 

元宅戦死のあと、小早川隆景は、如何に戦国の世とは言え、

親交のあった立派な勇士を死なせたものよと元宅の死を悼みつ

つ「討つも討たれるも皆夢也 早くも覚めたり汝等が夢」と手

厚く供養したことが今に伝えられている。 

 瑞宝双光章受章おめでとうございます 

   松神子 山本 光博様 

 

 

 

 

 

 

 

 松神子在住の山本光博様が、教育における総合的な功労

に、今春瑞宝双光章を授与されました。心よりお慶び申し

上げます。今後益々のご活躍をご祈念いたします 

放課後児童クラブと「一体型」の放課後子ども教室 

「わくわくクラブ」が始まりました 

 平成 29年度より神郷まちづくり委員会、各種団体のご協

力により放課後児童クラブと「一体型」の放課後子ども教

室「わくわくクラブ」が 

始まりました。第 1回目 

は、神郷まちづくり委員 

会健全育成部さんによる 

「うどん打ち教室」を行 

いました。今後夏休みイ 

ベントや軽スポーツ、パン 

作り等 20回程度開催する予定です。ご協力お願いします。 

川東中学校区人権・同和教育懇談会運営委員会より 

地区別人権・同和教育懇談会の開催について 
日 程  

７月６日（木）19:30～21:00  

 田の上自治会館・散田自治会館・神郷公民館 

７月７日（金）19:30～21:00  

西楠崎自治会館・又野自治会館・松神子自治会館・松神子

団地自治会館 

内容「人間の本当の幸せ」「差別を許さない生き方を考える 

 

 

 

 

 
 

 

７月(文月)の行事予定   
 
１日（土）19:30～  子供育成会定例会  神郷公民館 
２日（日） 8:00～  手みやげ事業      〃 
３日（月）10:00～  子育てサロン      〃 

19:00～  健全育成部定例会    〃 
     環境美化部定例会    〃 

  4日（火）19:30～  補導定例会       〃 
６日（木）19:30～  小・中同和教育懇談会  〃 
7日（金） 9:30～   ママ友講座       〃 
          13:30～  見守り推進連絡会  菜の花 
      〃   読み聞かせ反省会  神郷公民館 

19:00～  老人クラブ定例会  神郷公民館 
９日（日）     校区レクバレー大会 川東中学校 

１１日（火）     高齢者大学     惣開探訪 
１８日（火）19:00～  民協定例会     神郷公民館 
１９日（水）９:30～ 食生活改善推進協議会神郷支部  〃 
２１日（金）     そうめん流し    神郷幼稚園 
            19:00～  夏まつり全体会   神郷公民館 
２４日（月）19:30～   連合自治会長会        〃 

 

 

 

 

  

 

 


